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東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で

は
災
害
廃
棄
物

は
２
０
０
０
万

ト
ン
を
超
え
、

早
期
復
興
の
妨

げ
に
な
っ
て
お

り
、
被
災
県
だ

け
で
処
理
す
る

に
は
２０
年
近
く

か
か
る
た
め
、

全
国
の
自
治
体
の
協
力
に
よ
る
広
域
処
理
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
は
全
国
に
先
駆
け
て
災
害
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
放
射

能
汚
染
に
対
す
る
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。

　

東
京
都
議
会
公
明
党
の
伊
藤
こ
う
い
ち
都

議
ら
は
１１
月
２８
日
、
被
災
地
（
岩
手
県
宮

現場第一主義！現場第一主義！

古
市
）か
ら
運
び
込
ま
れ
た
災
害
廃
棄
物（
が

れ
き
）
を
、
都
の
委
託
を
受
け
て
選
別
・

破
砕
し
て
い
る
エ
コ
・
プ
ラ
ン
ト
（
大
田
区
城

南
島
）
を
訪
れ
、
説
明
を
受
け
意
見
交
換

す
る
と
と
も
に
、
現
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

放
射
線
量
の
計
測
は
、
被
災
地
か
ら
搬

出
ま
で
に
３
回
、
受
入
れ
後
も
３
回
行
わ
れ
、

こ
れ
ら
の
測
定
結
果
は
、
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
（
破
砕
施
設
で
の
こ
れ
ま
で
の
測
定
で
は
、

高
い
数
値
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
写

真
は
災
害
廃
棄
物
の
選
別
・
破
砕
後
の
木

片
。
測
定
結
果
は
、
０
．０
３μ
Ｓ
Ｖ
）

　

伊
藤
こ
う
い
ち
都
議
ら
は
「
住
民
の
安
心

を
得
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
処
理
過
程
と
、

放
射
線
量
の
チ
ェッ
ク
態
勢
を
、
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
の
認
識

を
示
し
、
今
後
の
対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。

若者の就活を全力で後押し若者の就活を全力で後押し

就
職
フ
ェ
ア
を
推
進
！

就
職
フ
ェ
ア
を
推
進
！

　

都
議
会
公
明
党
は
、
若
者
の
雇
用
対
策
を

一
貫
し
て
応
援
、
強
化
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
、
高
校
や
大
学
な
ど
の
新
卒
者

の
就
職
活
動
が
追
い
込
み
時
期
と
な
る
１１
月

を
、「
若
者
し
ご
と
応
援
月
間
！
」
と
し
て
、

若
者
の
雇
用
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

５
回
目
と
な
る
今
年
も
、
新
規
大
卒
者

ら
を
対
象
と
し
た
合
同
就
職
面
接
会
や
企

業
説
明
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
集
中
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

月
間
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
都
議
会
公

明
党
の
伊
藤
こ
う
い
ち
都
議
ら
は
、
１１
月
１８

日
、
港
区
内
で
開
か
れ
た
「
高
校
生
合
同

就
職
フ
ェ
ア
」
を
視
察
す
る
な
ど
、
今
後
の

対
策
強
化
へ
、調
査
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
就
職
フェア
に
は
、
３０
社
が
参
加
。「
パ

ソ
コ
ン
を
使
え
ま
す
」「
電
気
工
事
の
仕
事
が

し
た
い
」
と
語
る
男
子
や
、「
人
と
触
れ
合

う
仕
事
に
就
き
た
い
」「
面
接
が
う
ま
く
い

く
か
心
配
」
と
話
し
合
っ
て
い
る
女
子
な
ど

１
６
７
人
の
高
校
生
が
会
場
に
足
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。

　

０８
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョッ
ク
の
後
、
就

職
難
が
続
く
中
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災

が
追
い
打
ち
を
か

け
ま
し
た
。
し
か

し
、
都
議
会
公
明

党
は一貫
し
て
対
策

強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
都
の

支
援
策
の
周
知
や
、

教
育
機
関
と
の
連

携
強
化
な
ど
、
引

き
続
き
推
進
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

●伊藤質問　災害時における携帯電話や災害伝言ダイヤルなどの
情報通信基盤の強化を。
○総合防災部長　都は、国や通信事業者とともに通話のふくそう
の影響が少ない安否確認手段の確保対策を検討する。

●伊藤質問　災害時帰宅支援ステーションと一時待機施設を拡充
し、役割を明確にするとともに、わかりやすいマークなど都民
への周知を図るべき。

○総合防災部長　施設の表示方法や協力先の拡充について検討する。

●伊藤質問　災害時要援護者（高齢者、障害者、子どもなど）対策
については、都として広域的な視点に立った対策を講じるべき。
○総合防災部長　都外から来られる方も含め、災害時要援護者へ
の特別な配慮や支援を検討する。

●伊藤質問　区市の防災行政無線による情報提供は重要だが聞こえな
いなどの課題も多い。課題解決のため、都として区市を支援すべき。

○総合防災部長　区市の防災行政無線の運用状況に関するアン
ケート調査を踏まえ、行政区域をまたがる情報の伝達など、広
域的な観点からも区市を支援していく。

　東日本大震災は、被災地はもとより震源地から離れた東京においても被害と脅威、また、大量の帰宅困難者
が発生するなどの大きな混乱が生じました。この教訓を無にすることなく、危惧される首都直下地震、東海・
東南海・南海の三連動地震などに対する備えに万全を期さなければなりません。都は、来年度着手する「東京
都地域防災計画」の見直しに先立ち「東京都防災対応指針」を策定しました。
　総務委員会（12月12日）において、伊藤こういち都議は、東京の防災対応力の強化について質問に立ちました。

●伊藤質問　発災時にはＦＭラジオ局などの協力を得て、効果的
な情報発信をすべき。

○総合防災部長　日本放送協会や民間の放送団体とともに、有効
な情報提供方法について検討する。

●伊藤質問　電気や情報伝達機器が使えないなど、厳しい最悪の
条件を想定したブラインド訓練を繰り返し実施すべき。

○総合防災部長　より一層厳しい条件を想定した訓練を実施し、
住民の災害対応力の向上と自治体間の連携強化を図っていく。

●伊藤質問　住民による避難訓練
も定型ではなく、創意・工夫し
た先進的な防災訓練を参考にで
きるよう、事例を紹介するなど
都が支援すべき。

○総合防災部長　実践的な訓練が
行われるよう、先進的な事例を
区市に周知していく。

 


